
(57)【要約】

【課題】OFD変調を行なうことなく飽和電荷量をふやす

ことができる固体撮像装置を提供する。

【解決手段】ディジタルカメラの撮像面に２次元的に配

された複数の画素の各々に対応して受光素子が配されて

いる。各受光素子は、受光面積が実質的に同じ受光部14

0a, 140bに２分割されている。受光部140a, 140bが蓄積

した信号電荷は、受光部140a, 140bの両側に配置された

垂直転送路によりそれぞれ転送される。信号電荷は、イ

ンターレス読出しで読み出され、第１フィールドでは、

緑に対応する画素から信号電荷が読み出され、第２フィ

ールドでは、赤青に対応する画素から信号電荷が読み出

される

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の 各 々 に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ て い る 固 体
撮 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 各 受 光 素 子 は 、 受 光 面 積 が 実 質 的 に 同 じ 受 光 部 を 複 数 個 含 み 、
　 該 装 置 は 、 該 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す る 複 数 の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、
　 前 記 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な く と も ２ 個 は 、 異 な る 前 記 第 １ の 転
送 路 に 接 続 さ れ 、 該 別 個 の 第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電 荷 を 転 送 す る こ と を 特 徴 と
す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の 各 々 に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ て い る 固 体
撮 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 各 受 光 素 子 は 、 蓄 積 電 荷 量 が 実 質 的 に 同 じ 受 光 部 を 複 数 個 含 み 、
　 該 装 置 は 、 該 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す る 複 数 の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、
　 前 記 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な く と も ２ 個 は 、 異 な る 前 記 第 １ の 転
送 路 に 接 続 さ れ 、 該 別 個 の 第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電 荷 を 転 送 す る こ と を 特 徴 と
す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受
光 部 は 互 い に 同 一 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 各 受 光 素 子 は 、 受
光 面 積 が 実 質 的 に 同 じ ２ 個 の 受 光 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 各 受 光 素 子 に 含 ま
れ る 複 数 の 受 光 部 は 互 い に 、 前 記 第 １ の 転 送 路 の 転 送 方 向 に 平 行 な 直 線 に 関 し て 対 称 な 形
状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の 各 々 に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ て い る 固 体
撮 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 各 受 光 素 子 は 受 光 部 を 複 数 個 含 み 、 該 受 光 部 の う ち 少 な く と も １ つ は 受 光 面 積 が 、
少 な く と も １ つ の 他 の 受 光 部 よ り 大 き く 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に お い て 、 該 受 光 面 積 の 小
さ い 受 光 部 を 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 し 、 該 受 光 面 積 の 大 き い 受 光 部 を 、 後
続 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 し 、
　 該 装 置 は 、 該 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す る 複 数 の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、
　 前 記 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な く と も ２ 個 は 、 異 な る 前 記 第 １ の 転
送 路 に 接 続 さ れ 、 該 別 個 の 第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電 荷 を 転 送 す る こ と を 特 徴 と
す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の 各 々 に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ て い る 固 体
撮 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 各 受 光 素 子 は 受 光 部 を 複 数 個 含 み 、 該 受 光 部 の う ち 少 な く と も １ つ は 蓄 積 電 荷 量 が
、 少 な く と も １ つ の 他 の 受 光 部 よ り 多 く 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に お い て 、 該 蓄 積 電 荷 量 の
少 な い 受 光 部 を 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 し 、 該 蓄 積 電 荷 量 の 多 い 受 光 部 を 、
後 続 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 し 、
　 該 装 置 は 、 該 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す る 複 数 の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、
　 前 記 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な く と も ２ 個 は 、 異 な る 前 記 第 １ の 転
送 路 に 接 続 さ れ 、 該 別 個 の 第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電 荷 を 転 送 す る こ と を 特 徴 と
す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 該 装 置 に 入 射 す る 入 射
光 を 三 原 色 赤 緑 青 に そ れ ぞ れ 色 分 解 す る 色 フ ィ ル タ が 前 記 画 素 に 対 し て 配 さ れ て お り 、 該
画 素 ご と に １ つ の 原 色 が 対 応 し 、
　 前 記 信 号 電 荷 は 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し で 読 み 出 さ れ 、 第 １ フ ィ ー ル ド で は 、 緑 に 対 応 す
る 画 素 か ら 信 号 電 荷 が 読 み 出 さ れ 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で は 、 赤 青 に 対 応 す る 画 素 か ら 信 号 電
荷 が 読 み 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 該 装 置 に 入 射 す る 入 射
光 を 三 原 色 赤 緑 青 に そ れ ぞ れ 色 分 解 す る 色 フ ィ ル タ が 前 記 画 素 に 対 し て 配 さ れ て お り 、 該
画 素 ご と に １ つ の 原 色 が 対 応 し 、
　 該 装 置 は 、 前 記 第 １ の 転 送 路 か ら の 信 号 電 荷 を さ ら に 転 送 す る 第 ２ の 転 送 路 を 含 み 、
　 前 記 信 号 電 荷 は 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し で 読 み 出 さ れ 、 前 記 同 一 画 素 に 含 ま れ る 複 数 の 受
光 部 か ら の 信 号 電 荷 の 読 出 し を 同 一 フ ィ ー ル ド に お い て 行 い 、 同 一 の 画 素 か ら の 信 号 電 荷
を 前 記 第 ２ の 転 送 路 に お い て 混 合 し 、 １ つ の 画 素 ご と に 信 号 電 荷 を １ つ に ま と め る こ と を
特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 該 装 置 は 前 記 画 素 ご と
に １ つ の マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 し 、 該 マ イ ク ロ レ ン ズ に よ り 、 入 射 光 を 前 記 受 光 素 子 に 集 光
し 、
　 該 装 置 へ の 入 射 光 が 実 質 的 に 平 行 光 で あ る 場 合 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 か ら
の 信 号 電 荷 を 別 個 に 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ か ら 10ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 該 装 置 は 前 記 画 素 ご と
に １ つ の マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 し 、 該 マ イ ク ロ レ ン ズ に よ り 、 入 射 光 を 前 記 受 光 素 子 に 集 光
し 、
　 該 装 置 へ の 入 射 光 が 実 質 的 に 平 行 光 で な い 場 合 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 か ら
の 信 号 電 荷 を １ つ に ま と め て 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 該 装 置 は 前 記 受 光 部 ご
と に １ つ の マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 し 、 該 マ イ ク ロ レ ン ズ に よ り 、 入 射 光 を 該 受 光 部 ご と に 集
光 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 12に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 か ら の 信 号
電 荷 を １ つ に ま と め て 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 13ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 各 画 素 か ら の 信 号
電 荷 は 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し で 読 み 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ か ら 14ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 同 一 の 受 光 素 子 に
は 、 ２ 個 の 受 光 部 が 含 ま れ 、
　 前 記 第 １ の 転 送 路 は 、 転 送 方 向 に 隣 接 す る 前 記 画 素 間 に 偶 数 個 の 転 送 電 極 を 有 し 、 前 記
同 一 の 受 光 素 子 に 含 ま れ る ２ 個 の 受 光 部 の う ち 、 一 方 が 該 奇 数 番 目 の 転 送 電 極 に 接 続 さ れ
、 他 方 が 該 偶 数 番 目 の 転 送 電 極 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 15に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 奇 数 番 目 の 転 送 電 極 、 ま た は 前 記 偶 数 番
目 の 転 送 電 極 の い ず れ か に の み 、 前 記 受 光 部 か ら 前 記 第 １ の 転 送 路 へ 信 号 電 荷 を 読 み 出 す
た め の 読 出 し 信 号 を 印 加 し て 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し を 行 な う こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像
装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ か ら 16ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 各 受 光 素 子 に 含 ま
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れ る 複 数 の 受 光 部 の 分 割 線 の 方 向 は 、 前 記 撮 像 面 の 中 心 と 該 受 光 素 子 を 結 ぶ 直 線 の 方 向 に
依 存 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ か ら 17ま で の い ず れ か に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 同 一 の 受 光 素 子 に 含 ま
れ る 複 数 の 受 光 部 と そ れ ぞ れ 接 続 す る 前 記 複 数 の 第 １ の 転 送 路 は 、 該 受 光 素 子 の 両 側 に 配
置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 入 射 光 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 被 写 界 の 像 を 装 置 に 取 り 込 む 固 体 撮 像 装 置 に 関
し 、 と く に 、 オ ー バ フ ロ ー ド レ イ ン (Overflow Drain; OFD)変 調 な ど の 制 御 を 必 要 と し な
い で 多 フ ィ ー ル ド 化 を 実 現 し た 装 置 に 関 し 、 電 子 ス チ ル カ メ ラ 装 置 、 画 像 入 力 装 置 、 ム ー
ビ カ メ ラ 、 携 帯 電 話 等 に 用 い て 好 適 な も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 画 素 微 細 化 に 伴 う 電 子 数 の 減 少 を 補 う た め に 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し よ り も 転 送 電 荷 量
を 多 く で き る イ ン タ ー レ ス 読 出 し を 採 用 し た メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ 式 電 子 ス チ ル カ メ ラ に お
い て 、 多 フ ィ ー ル ド 化 が 進 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 ２ フ ィ ー ル ド 目 、 ３ フ ィ ー ル ド 目 の 信 号 は 、 メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ を 閉 じ た 後 に
、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド (PD)に 蓄 積 さ れ て い る 時 間 が 長 い た め 、 熱 飽 和 拡 散 に よ り 蓄 積 電 荷 の
減 少 が 懸 念 さ れ る 。 そ こ で 、 特 許 文 献 １ の よ う な 方 法 で OFD変 調 を 行 い 、 露 光 完 了 時 の 蓄
積 電 荷 量 を 増 や す こ と が 従 来 、 よ く 行 な わ れ て い る 。 す な わ ち 、 露 光 期 間 中 に OFD電 圧 を
下 げ て 蓄 積 電 荷 量 を 増 や し 、 露 光 期 間 完 了 後 に メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ を 閉 じ た 後 の 熱 飽 和 拡
散 に よ る 蓄 積 電 荷 量 の 減 少 を 相 殺 す る CCD (Charge Coupled Device)の 駆 動 制 御 が 行 な わ
れ て い る 。 こ の 方 法 は 多 フ ィ ー ル ド 化 に 効 果 的 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し に お い て OFD変 調 を 行 う こ と が 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て
い る 。 こ こ に は イ ン タ ー レ ス 読 出 し 、 お よ び プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し の 両 方 に 併 用 で き る CC
Dが 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 3440722号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2003-32549号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 1、 2の 場 合 、 OFD電 圧 を 変 え る 制 御 を 行 な わ な け れ ば な ら ず 、 撮 像
素 子 の 制 御 が 煩 雑 で あ っ た 。 本 発 明 は こ の よ う な 従 来 技 術 の 欠 点 を 解 消 し 、 OFD変 調 を 行
な う こ と な く 飽 和 電 荷 量 を ふ や す こ と が で き る 固 体 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 超 高 速 電 子 シ ャ ッ タ が 必 要 な 場 合 に 備 え て 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し 機 能
に 加 え て プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し 機 能 も 設 け る こ と が で き る 固 体 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と を
第 ２ の 目 的 と す る 。 そ の 際 に 、 特 許 文 献 ２ の よ う な プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し 時 の OFD変 調 が
不 要 で あ り 、 低 ISO設 定 時 (絞 り 開 放 時 )に も プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し が 可 能 で あ る 固 体 撮 像
装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の 各 々
に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ て い る 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 各 受 光 素 子 は 、 受 光 面 積 が 実
質 的 に 同 じ 受 光 部 を 複 数 個 含 み 、 こ の 装 置 は 、 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す る 複 数
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の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な く と も ２ 個 は 、 異
な る 第 １ の 転 送 路 に 接 続 さ れ 、 別 個 の 第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電 荷 を 転 送 す る こ
と と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 各 画 素 の １ つ の 受 光 素 子 に 、 等 し い 面 積 の 複 数 個 の 受 光 部 が 設 け ら れ て
お り 、 信 号 電 荷 を 異 な る 第 １ の 転 送 路 に よ り 転 送 す る 。 １ つ の 受 光 素 子 の 蓄 積 電 荷 を 複 数
の 転 送 路 に 分 け ら れ る の で 、 転 送 路 を 細 く 、 １ つ の 受 光 素 子 当 た り の 受 光 部 面 積 （ 飽 和 電
荷 量 ） を 大 き く す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 通 常 の イ ン タ ー レ ス 読 出 し 方 式 の 効 果 と 同
様 の 効 果 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 １ つ の 受 光 素 子 に 含 ま れ る 受 光 部 の 数 は 、 た と え ば ２ 個 と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合
、 従 来 の 受 光 素 子 の 面 積 を 二 等 分 す れ ば よ い 。 そ し て 各 受 光 部 の 読 出 し ゲ ー ト は 、 １ つ の
受 光 素 子 の 受 光 部 が 、 受 光 素 子 の 両 隣 に 各 １ 個 設 け た 転 送 路 に そ れ ぞ れ 接 続 す る よ う に 設
置 す る 。 こ れ に よ り 、 １ つ の 受 光 素 子 に 蓄 積 さ れ た 信 号 電 荷 を 半 分 ず つ 両 転 送 路 に 分 け ら
れ る た め 、 転 送 路 が 従 来 よ り も 細 く 、 受 光 素 子 が よ り 大 き く な る よ う に 、 撮 像 部 の レ イ ア
ウ ト を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 １ つ の 受 光 素 子 に 複 数 個 の 受 光 部 を 設 け る と き に 、 複 数 の 受 光 部 は 互 い に
同 一 形 状 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 固 体 撮 像 装 置 に 入 射 す る 入 射 光 を 三 原 色 赤 緑 青 に そ れ ぞ れ 色 分 解 す
る 色 フ ィ ル タ が 画 素 に 対 し て 配 さ れ て お り 、 画 素 ご と に １ つ の 原 色 が 対 応 し 、 信 号 電 荷 は
、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し で 読 み 出 さ れ 、 第 １ フ ィ ー ル ド で は 、 緑 に 対 応 す る 画 素 か ら 信 号 電
荷 が 読 み 出 さ れ 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で は 、 赤 青 に 対 応 す る 画 素 か ら 信 号 電 荷 が 読 み 出 さ れ る
よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 信 号 電 荷 量 の 多 い 緑 （ G） 信 号 を 全 て 第 １ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 し 、 第 ２
フ ィ ー ル ド で 信 号 電 荷 量 の 少 な い 赤 青 （ RB） 信 号 を 読 み 出 す た め 、 熱 飽 和 拡 散 の 影 響 を 考
慮 し な く て よ い 。 し た が っ て 、 読 出 し 中 の OFD変 調 が 必 要 な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 で は 、 固 体 撮 像 装 置 は 、 第 １ の 転 送 路 か ら の 信 号 電 荷 を さ ら に 転 送 す る 第
２ の 転 送 路 を 含 み 、 信 号 電 荷 は 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し で 読 み 出 さ れ 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る
複 数 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷 の 読 出 し を 同 一 フ ィ ー ル ド に お い て 行 い 、 同 一 の 画 素 か ら の
信 号 電 荷 を 第 ２ の 転 送 路 に お い て 混 合 し 、 １ つ の 画 素 ご と に 信 号 電 荷 を １ つ に ま と め る こ
と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 第 ２ の 転 送 路 上 、 た と え ば 水 平 転 送 部 （ Horizontal CCD; HCCD） 上 で 、
同 一 画 素 に 属 す る 同 一 色 信 号 の 水 平 ２ 画 素 加 算 を 行 う こ と が で き る た め 、 第 ２ の 転 送 路 か
ら 出 力 さ れ る 読 出 し 画 素 数 は 従 来 の イ ン タ ー レ ス 読 出 し と 同 じ に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 画 素 ご と に １ つ の マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 し 、 マ イ ク ロ レ ン ズ に よ り 、
入 射 光 を 受 光 素 子 に 集 光 し 、 固 体 撮 像 装 置 へ の 入 射 光 が 実 質 的 に 平 行 光 で あ る 場 合 、 同 一
画 素 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷 を 別 個 に 処 理 す る こ と が 好 ま し い 。 装 置 へ の
入 射 光 が 実 質 的 に 平 行 光 で な い 場 合 は 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷
を １ つ に ま と め て 処 理 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ は 、 水 平 解 像 度 を 向 上 さ せ る た め に 有 効 な も の で あ る 。 平 行 光 が 入 射 す る 時 、 同 一
マ イ ク ロ レ ン ズ 下 に あ る (同 一 の 受 光 素 子 に 属 す る )複 数 の 受 光 部 に 対 し て 光 線 は ほ ぼ 垂 直
に 入 射 す る た め 、 各 受 光 部 に 入 射 す る 光 線 は 別 々 の も の で あ る こ と に 着 目 し た も の で あ る
。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 同 一 マ イ ク ロ レ ン ズ 下 に 複 数 の 受 光 部 が あ る と き に 、 標 準 レ ン ズ の 画 角 よ
り も 狭 い 画 角 側 （ Tele側 ） や 、 絞 り が 小 さ い 小 絞 り 時 な ど の 平 行 光 が 入 射 す る 場 合 は 水 平
画 素 加 算 を 行 わ ず 、 得 ら れ た 信 号 を 高 解 像 度 信 号 と し て 利 用 し 、 標 準 レ ン ズ の 画 角 よ り も
広 い 画 角 側 （ Wide側 ） や 、 絞 り 開 放 時 な ど の 斜 め 光 が 入 射 す る 場 合 は 、 た と え ば 水 平 方 向
の 画 素 の 加 算 を 行 う 。 レ ン ズ の 解 像 度 が 落 ち や す い 小 絞 り 時 に お い て 解 像 度 を 有 効 に 上 げ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 受 光 部 ご と に １ つ の マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 し
、 マ イ ク ロ レ ン ズ に よ り 、 入 射 光 を 受 光 部 ご と に 集 光 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 場 合 は 、 解 像 度 向 上 を 図 っ て 、 分 割 さ れ た 受 光 部 に １ つ ず つ マ イ ク ロ レ ン ズ (ML)を
設 け た も の で あ る 。 す な わ ち 、 分 割 さ れ た 受 光 部 に 合 わ せ て 、 マ イ ク ロ レ ン ズ も 分 割 し た
も の で あ り 、 常 に 高 解 像 度 信 号 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ か ら 特 別 の 指 定 (
た と え ば 、 連 写 モ ー ド の 指 定 )が な い 限 り 、 処 理 速 度 優 先 の た め に 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る
複 数 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷 を １ つ に ま と め て 処 理 す る こ と 、 た と え ば 水 平 方 向 の 画 素 を
加 算 す る 処 理 を 行 わ な い 。 連 写 モ ー ド な ど で は 、 高 解 像 度 よ り も 信 号 処 理 の 高 速 化 を 優 先
す る こ と を ユ ー ザ が 望 む 場 合 が あ り 、 そ の 際 は ユ ー ザ の 指 定 に し た が っ た 処 理 が で き る よ
う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 各 画 素 か ら の 信 号 電 荷 を 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し で 読 み 出 す こ と と
し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に 加 え て 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し も 可 能 に
な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 で は 、 第 １ の 転 送 路 は 、 転 送 方 向 に 隣 接 す る 画 素 間 に 偶 数 個 の 転 送 電 極 を
有 し 、 同 一 の 受 光 素 子 に 含 ま れ る ２ 個 の 受 光 部 の う ち 、 一 方 が 奇 数 番 目 の 転 送 電 極 に 接 続
さ れ 、 他 方 が 偶 数 番 目 の 転 送 電 極 に 接 続 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 た と え ば 、 １ つ の 受 光 素
子 に 含 ま れ る 受 光 部 の う ち 、 左 側 の 受 光 部 の 読 出 し ゲ ー ト を 奇 数 番 目 の 転 送 電 極 に 接 続 し
、 右 側 の 受 光 部 の 読 出 し ゲ ー ト を 偶 数 番 目 の 転 送 電 極 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 全 画 素 に つ い て 、 奇 数 番 目 の 転 送 電 極 、 ま た は 偶 数 番 目 の 転
送 電 極 の い ず れ か に の み 、 受 光 部 か ら 第 １ の 転 送 路 へ 信 号 電 荷 を 読 み 出 す た め の 読 出 し 信
号 を 印 加 し て 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し を 行 な う こ と が で き る 。 超 高 速 シ ャ ッ タ な ど 、 電 子
シ ャ ッ タ が 必 要 な と き 、 奇 数 番 目 の 読 出 し ゲ ー ト ま た は 偶 数 番 目 の 読 出 し ゲ ー ト に の み パ
ル ス を 印 加 し て 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 転 送 方 向 に 隣 接 す る 画 素 間 に 偶 数 個 の 転 送 電 極 を 有 す る ば あ い 、 電 極 構 成 が プ ロ グ レ ッ
シ ブ 方 式 と 同 一 で あ る た め 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し モ ー ド を 追 加 で き る こ と に 着 目 し た も
の で あ る 。 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し モ ー ド が あ る た め 、 低 ISO設 定 時 (絞 り 開 放 時 )に も 電 子
シ ャ ッ タ 動 作 が 可 能 と な る 。 ま た 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し 時 と プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し 時 に お
い て 、 電 極 の 転 送 駆 動 方 法 を 変 え な く て も よ い た め 、 制 御 が 簡 単 に な る と い う 効 果 も あ る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 で は 、 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 は 互 い に 、 第 １ の 転 送 路 の
転 送 方 向 に 平 行 な 直 線 に 関 し て 対 称 な 形 状 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の 分 割 線 の 方 向 は 、 撮 像 面 の 中 心 と 受 光 素 子
を 結 ぶ 直 線 の 方 向 に 依 存 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 受 光 部 の 分 割 線 の 方 向 （ 画 素 分 離 方 位 ） は 、 た と え ば 撮 像 素 子 が 形 成 さ れ て い る 半 導 体
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チ ッ プ の 中 心 か ら 放 射 状 に 設 け る 。 こ れ に よ り 、 受 光 素 子 の シ ェ ー デ ィ ン グ 特 性 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。 読 出 し ゲ ー ト は 、 半 導 体 チ ッ プ 内 で 自 由 な 角 度 に 取 り 付 け 可 能 で あ る
た め 、 設 定 さ れ た 画 素 分 離 方 位 に 応 じ て 、 読 出 し ゲ ー ト の 位 置 を 決 め る こ と が で き る 。 受
光 素 子 の シ ェ ー デ ィ ン グ 特 性 が 向 上 す る た め 、 分 割 さ れ た 受 光 部 同 士 の 飽 和 容 量 を 均 等 に
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の 各 々
に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ て い る 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 各 受 光 素 子 は 、 蓄 積 電 荷 量 が
実 質 的 に 同 じ 受 光 部 を 複 数 個 含 み 、 こ の 装 置 は 、 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す る 複
数 の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な く と も ２ 個 は 、
異 な る 第 １ の 転 送 路 に 接 続 さ れ 、 別 個 の 第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電 荷 を 転 送 す る
こ と と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 場 合 、 各 画 素 の １ つ の 受 光 素 子 に 、 蓄 積 電 荷 量 が 実 質 的 に 同 じ 複 数 個 の 受 光 部 が 設
け ら れ て お り 、 信 号 電 荷 を 異 な る 第 １ の 転 送 路 に よ り 転 送 す る 。 １ つ の 受 光 素 子 の 蓄 積 電
荷 を 複 数 の 転 送 路 に 分 け ら れ る の で 、 転 送 路 を 細 く 、 １ つ の 受 光 素 子 当 た り の 飽 和 電 荷 量
を 大 き く す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 通 常 の イ ン タ ー レ ス 読 出 し 方 式 の 効 果 と 同 様 の 効
果 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の
各 々 に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ て い る 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 各 受 光 素 子 は 受 光 部 を 複
数 個 含 み 、 受 光 部 の う ち 少 な く と も １ つ は 受 光 面 積 が 、 少 な く と も １ つ の 他 の 受 光 部 よ り
大 き く 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に お い て 、 受 光 面 積 の 小 さ い 受 光 部 を 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド
に お い て 読 み 出 し 、 受 光 面 積 の 大 き い 受 光 部 を 、 後 続 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 し 、
装 置 は 、 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す る 複 数 の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、 各 受 光 素 子 に
含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な く と も ２ 個 は 、 異 な る 第 １ の 転 送 路 に 接 続 さ れ 、 別 個 の
第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電 荷 を 転 送 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 後 続 す る フ ィ ー ル ド 、 た と え ば 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 さ れ る 受 光 部
の 受 光 面 積 は 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド 、 た と え ば 第 １ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 さ れ る 受 光 部 の 受
光 面 積 よ り も 大 き い た め 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 さ れ る 電 荷 の 熱 飽 和 拡 散 に よ る 損 失 分
を 補 償 す る こ と が で き る 。 受 光 面 積 を ど の 程 度 大 き く す る か は 、 熱 飽 和 拡 散 に よ る 損 失 分
を 補 償 す る よ う に 決 め る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 後 続 す る フ ィ ー ル ド で の 損 失 を 補 償 す る た め に 、 各 受 光 素 子 は 受 光 部 を 複 数 個 含
み 、 受 光 部 の う ち 少 な く と も １ つ は 蓄 積 電 荷 量 が 、 少 な く と も １ つ の 他 の 受 光 部 よ り 多 く
、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に お い て 、 蓄 積 電 荷 量 の 少 な い 受 光 部 を 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド に お
い て 読 み 出 し 、 蓄 積 電 荷 量 の 多 い 受 光 部 を 、 後 続 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 す こ と と
し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 OFD変 調 を 行 な う こ と な く 飽 和 電 荷 量 を ふ や す こ と が で き る 固 体 撮 像
装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 超 高 速 電 子 シ ャ ッ タ が 必 要 な 場 合 に 備 え て 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し 機 能 に 加 え て プ
ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し 機 能 も 設 け る こ と が で き る 固 体 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 そ
の 際 に 、 特 許 文 献 ２ の よ う な プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し 時 の OFD変 調 が 不 要 で あ り 、 低 ISO設 定
時 (絞 り 開 放 時 )に も プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-121650 A 2006.5.11



　 次 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に よ る 固 体 撮 像 装 置 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。 本 実 施
例 の 固 体 撮 像 装 置 は 、 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の 各 々 に 対 応 し て 受 光 素 子
が 配 さ れ て い る 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 各 受 光 素 子 は 、 受 光 面 積 が 同 じ 受 光 部 を ２ 個 含 み
、 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す る 複 数 の 垂 直 転 送 路 を 含 み 、 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る
２ 個 の 受 光 部 は 、 異 な る 垂 直 転 送 路 に 接 続 さ れ 、 別 個 の 垂 直 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電
荷 を 転 送 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る ２ 個 の 受 光 部 は 互 い に 同 一 形 状 で あ る 。 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る ２
個 の 受 光 部 は 互 い に 、 垂 直 転 送 路 の 転 送 方 向 に 平 行 な 直 線 に 関 し て 対 称 な 形 状 で あ る 。 同
一 の 受 光 素 子 に 含 ま れ る ２ 個 の 受 光 部 と そ れ ぞ れ 接 続 す る 垂 直 転 送 路 は 、 受 光 素 子 の 両 側
に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 固 体 撮 像 装 置 に 入 射 す る 入 射 光 を 三 原 色 赤 緑 青 に そ れ ぞ れ 色 分 解 す る 色 フ ィ ル タ が 画 素
に 対 し て 配 さ れ て お り 、 画 素 ご と に １ つ の 原 色 が 対 応 し 、 信 号 電 荷 は 、 イ ン タ ー レ ス 読 出
し で 読 み 出 さ れ 、 第 １ フ ィ ー ル ド で は 、 緑 に 対 応 す る 画 素 か ら 信 号 電 荷 が 読 み 出 さ れ 、 第
２ フ ィ ー ル ド で は 、 赤 青 に 対 応 す る 画 素 か ら 信 号 電 荷 が 読 み 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 装 置 は 、 垂 直 転 送 路 か ら の 信 号 電 荷 を さ ら に 転 送 す る 水 平 転 送 路 を 含 み 、 信 号 電 荷 は 、
イ ン タ ー レ ス 読 出 し で 読 み 出 さ れ 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る ２ 個 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷 の 読
出 し を 同 一 フ ィ ー ル ド に お い て 行 う 。 そ し て 、 場 合 に 応 じ て 同 一 の 画 素 か ら の 信 号 電 荷 を
水 平 転 送 路 に お い て 混 合 し 、 １ つ の 画 素 ご と に 信 号 電 荷 を １ つ に ま と め る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 固 体 撮 像 装 置 は 画 素 ご と に １ つ の マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 し 、 マ イ ク ロ レ ン ズ に よ り 、 入 射
光 を 受 光 素 子 に 集 光 し 、 装 置 へ の 入 射 光 が 実 質 的 に 平 行 光 で あ る 場 合 、 同 一 画 素 に 含 ま れ
る ２ 個 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷 を 別 個 に 処 理 す る 。 装 置 へ の 入 射 光 が 実 質 的 に 平 行 光 で な
い 場 合 は 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る ２ 個 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷 を 水 平 転 送 路 に お い て 混 合 し
、 １ つ に ま と め て 処 理 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 固 体 撮 像 装 置 を デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 10に 適 用 し た 場 合 に つ い て 図 １ ～ 図 16を 参 照
し な が ら 説 明 す る 。 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 10に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 撮 像 系 10A 、 信 号
処 理 系 10B 、 駆 動 信 号 生 成 部 10C 、 信 号 出 力 系 10D 、 モ ー ド 指 定 部 10E お よ び シ ス テ ム 制
御 部 12が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 撮 像 系 10A に は 、 撮 像 レ ン ズ 102 、 撮 像 部 104 、 ピ ン ト 調 整 機 構 を 含 む AF調 整 部 106 お
よ び 絞 り 機 構 を 含 む AE調 整 部 108 が 備 え ら れ て い る 。 こ の 他 、 図 示 し な い が 撮 像 部 104 の
入 射 光 の 側 に 入 射 光 を 完 全 に 遮 光 す る た め の シ ャ ッ タ 機 構 が あ る 。 撮 像 レ ン ズ 102 は 、 被
写 界 か ら の 入 射 光 を 撮 像 部 104 の 受 光 面 上 に 焦 点 を 結 ぶ よ う に 集 光 す る 光 学 系 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 撮 像 部 104 で は 、 入 射 光 を 光 電 変 換 す る 受 光 素 子 140が 受 光 面 を 形 成 し て お り 、 各 画 素
位 置 に １ 個 の 受 光 素 子 140が あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 受 光 素 子 140は 行 方 向 お よ び 列 方 向 に
２ 次 元 配 列 さ れ て い る 。 図 ２ は 、 受 光 素 子 140、 色 フ ィ ル タ CF、 マ イ ク ロ レ ン ズ ML、 素 子
分 離 領 域 142、 読 出 し ゲ ー ト TG、 お よ び 垂 直 転 送 路 144上 に 設 け ら れ た 電 極 V1～ V8の 配 置 を
示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 各 受 光 素 子 140は 、 垂 直 転 送 路 144の 転 送 方 向 (図 に お い て 上 か ら 下 に 向 か う 方 向 )に 、 素
子 分 離 領 域 142に よ っ て 、 受 光 面 積 が 同 じ ２ 個 の 受 光 部 140a、 140bに 分 割 さ れ て い る 。 受
光 素 子 140の 配 列 は 、 い わ ゆ る ハ ニ カ ム 配 列 に な っ て い る 。 受 光 素 子 140上 に は 、 色 フ ィ ル
タ CF、 マ イ ク ロ レ ン ズ MLが こ の 順 で 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 受 光 素 子 140よ り 入 射 光 の 側 に 入 射 光 を 色 分 解 す る 色 フ ィ ル タ （ 色 分 解 フ ィ
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ル タ ） CFを 設 け る 。 色 分 解 フ ィ ル タ CFは 、 受 光 素 子 140の そ れ ぞ れ に 対 応 し て お り 、 受 光
素 子 140と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 色 分 解 フ ィ ル タ CFの 配 設 に よ り 、 受 光 素 子 140に
は 、 三 原 色 RGB に 色 分 解 さ れ た 入 射 光 が 入 射 す る こ と に な る 。 色 分 解 フ ィ ル タ CFは 一 体 的
に 形 成 さ れ て い る の で 、 図 ２ で は 、 各 受 光 素 子 140に 三 原 色 RGB の う ち の い ず れ を 割 り 当
て た か を 示 す た め に 、 各 受 光 部 140a, 140b内 に 、 三 原 色 RGB を 示 す 記 号 R, G, B を 図 示 し
た 。 な お 、 受 光 素 子 G1, R3, B3, G5, R7, B7の 参 照 符 号 に 含 ま れ る 数 字 1, 3, 5, 7は 、 後
述 す る 垂 直 転 送 電 極 の 識 別 番 号 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 緑 色 で あ る 色 分 解 フ ィ ル タ CFは 、 縦 方 向 の １ 列 全 体 に 配 さ れ 、 こ の 緑 色
で あ る 列 は 、 一 列 お き に 配 さ れ 、 赤 色 お よ び 青 色 で あ る 色 分 解 フ ィ ル タ CFは 、 残 り の 列 に
、 縦 方 向 お よ び 横 方 向 に お い て 交 互 に 配 さ れ る 。 図 ２ の 色 フ ィ ル タ CFの 配 列 は 、 Gス ト ラ
イ プ RB完 全 市 松 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 撮 像 部 104 の 構 成 を 説 明 す る 。 撮 像 部 104 は 、 後 述 す る 駆 動 信 号 生 成 部 10C か ら
そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る 駆 動 信 号 に 応 動 す る 。 図 に 示 す よ う に 、 受 光 部 140a, 140bと 、 受 光 部
に 隣 接 配 設 さ れ た 転 送 素 子 、 す な わ ち 垂 直 転 送 素 子 と の 間 に 、 受 光 し て 変 換 し た 信 号 電 荷
を 垂 直 転 送 素 子 に 読 み 出 す た め の 信 号 読 出 し ゲ ー ト （ ト ラ ン ス フ ァ ゲ ー ト ） TGが 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ フ ィ ー ル ド で 緑 の 画 素 の 位 置 に あ る 受 光 部 G1a, G1b, G5a, G5bを す べ て 読 み 出 し 、
第 ２ フ ィ ー ル ド で 赤 の 画 素 お よ び 青 の 画 素 の 位 置 に あ る 受 光 部 R3a, R3b, R7a, R7b, B3a,
 B3b, B7a, B7bを 読 み 出 す イ ン タ ー レ ス 読 出 し を 行 う た め 、 受 光 部 140a, 140bの 両 側 の 垂
直 転 送 路 144a, 144bに 向 け て 読 出 し ゲ ー ト TGを 設 け る 。 本 実 施 例 の イ ン タ ー レ ス 読 出 し の
詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 イ ン タ ー レ ス 読 出 し を 採 用 し た こ と に よ り 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し を 行 な う ハ ニ カ ム 配
列 の 撮 像 方 式 と 比 べ て 垂 直 転 送 路 の 幅 を 縮 小 す る こ と が 可 能 と な る 。 幅 が 縮 小 し た 分 、 受
光 部 の 面 積 を 大 き く す る レ イ ア ウ ト が 可 能 に な り 、 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 広 が る 。 ２ つ の
読 出 し ゲ ー ト TGを 介 し て 垂 直 転 送 路 144a, 144bに 流 れ 出 る 電 荷 が 均 等 に な る よ う に 、 受 光
素 子 140の 中 央 部 付 近 で 画 素 を 分 離 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 信 号 読 出 し ゲ ー ト TGは 、 電 極 V1～ V8を 介 し て 供 給 さ れ る フ ィ ー ル ド シ フ ト パ ル ス に よ り
、 信 号 電 荷 を 受 光 部 140a, 140bか ら 垂 直 転 送 路 144a, 144bに そ れ ぞ れ 転 送 す る 。 垂 直 転 送
路 144は 、 読 み 出 し た 信 号 電 荷 を 列 方 向 、 す な わ ち 垂 直 方 向 に 順 次 転 送 す る 。 垂 直 転 送 路 1
44は 、 電 荷 結 合 素 子 で 構 成 さ れ て い る 。 垂 直 転 送 に よ り 、 信 号 電 荷 の ラ イ ン シ フ ト が 行 わ
れ 、 最 終 的 に 行 方 向 の 転 送 素 子 、 す な わ ち 水 平 転 送 路 (図 示 せ ず )に 供 給 さ れ る 。 水 平 転 送
路 は 、 駆 動 信 号 に 応 動 し て こ の 信 号 電 荷 を 、 図 示 し な い ア ン プ (FDA; Floating Diffusion
 Amplifier)を 介 し て 信 号 処 理 系 10B に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 イ ン タ ー レ ス 読 出 し の 詳 細 に つ い て 述 べ る 。 蓄 積 さ れ た 信 号 電 荷 を 各 受 光 部 140a, 140b
か ら 読 み 出 す 場 合 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 信 号 発 生 部 120で は メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ を 閉 じ る
た め の 信 号 MSが 生 成 さ れ る 。 信 号 MSが ロ ウ レ ベ ル に な る と 、 メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ が 閉 じ る
。 信 号 発 生 部 120 は 、 こ れ に 同 期 し て い る 垂 直 同 期 信 号 VDを 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 信 号 発 生 部 120 で は 、 垂 直 同 期 信 号 VDに 同 期 さ せ て 信 号 読 出 し ゲ ー ト TGに 供 給 す
る 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1～ TG8が 生 成 さ れ る 。 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1～ TG8は 、 転 送 素 子 V1～
V8を 介 し て 信 号 読 出 し ゲ ー ト TGに 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ に お い て 、 各 垂 直 同 期 期 間 中 、 第 １ フ ィ ー ル ド で は 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1, TG5が
立 ち 上 が り 信 号 で あ り 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で は 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG3, TG7が 立 ち 上 が り 信
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号 で あ る 。 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG2, TG6, TG4, TG8は 、 常 に ロ ウ レ ベ ル に し て お く 。 垂 直
タ イ ミ ン グ 信 号 TG1, TG3, TG5, TG7は 、 垂 直 同 期 信 号 VDに 同 期 し て 信 号 電 荷 を 読 み 出 す よ
う に 生 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 信 号 発 生 部 120 は さ ら に 、 図 7(a), 7(b)に 示 す よ う に 、 垂 直 同 期 信 号 VDに 同 期 さ せ て 垂
直 転 送 路 144の 転 送 素 子 V1～ V8に 供 給 す る 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8を 生 成 す る 。 図 7(a)に 示 す
第 １ フ ィ ー ル ド で は 、 ト ラ ン ス フ ァ ゲ ー ト を オ ン に す る 際 に 転 送 素 子 V1, V5に 対 応 す る 位
置 の 受 光 素 子 だ け か ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 し （ フ ィ ー ル ド シ フ ト ） 、 次 の 垂 直 同 期 信 号 VDが
供 給 さ れ る ま で フ ィ ー ル ド シ フ ト が 行 わ れ な い 。 フ ィ ー ル ド シ フ ト 後 、 図 7(a)に 示 す 各 垂
直 駆 動 信 号 V1～ V8が 順 次 供 給 さ れ る 。 こ の 供 給 に よ り 、 垂 直 転 送 路 144に シ フ ト さ れ た 信
号 電 荷 が 水 平 転 送 路 に 向 か っ て 転 送 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 時 間 (1)～ (8)を 経 る と 、 転 送 素 子 V1か ら 読 み 出 さ れ た 電 荷 は 、 垂 直 方 向 に 隣 接 す る 転 送
素 子 V5の 位 置 ま で 転 送 さ れ る 、 す な わ ち 、 垂 直 方 向 に １ ラ イ ン 分 転 送 さ れ る 。 そ の 時 点 で
各 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8は 、 そ の 状 態 を 保 持 す る 。 一 方 、 そ の 間 に 、 水 平 転 送 路 で は 水 平 転
送 152が 行 な わ れ る 。 水 平 転 送 152が 終 了 す る と 、 図 7(a)に 示 す 各 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8が 再
び 順 次 供 給 さ れ て 、 ま た １ ラ イ ン 分 の 転 送 が 行 な わ れ る 。 こ の よ う に 、 区 間 154に 現 れ る
信 号 が 、 第 １ フ ィ ー ル ド の 期 間 に わ た っ て 繰 り 返 し 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 7(b)に 示 す 第 ２ フ ィ ー ル ド で は 、 ト ラ ン ス フ ァ ゲ ー ト を オ ン に す る 際 に 転 送 素 子 V3, 
V7に 対 応 す る 位 置 の 受 光 素 子 だ け か ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 す 。 フ ィ ー ル ド シ フ ト 後 、 図 7(b)
に 示 す 各 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8が 順 次 供 給 さ れ る 。 時 間 (1)～ (8)を 経 る と 、 転 送 素 子 V3か ら
読 み 出 さ れ た 電 荷 は 、 垂 直 方 向 に 隣 接 す る 転 送 素 子 V7の 位 置 ま で 転 送 さ れ る 、 そ の 時 点 で
各 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8は 、 そ の 状 態 を 保 持 す る 。 水 平 転 送 156が 終 了 す る と 、 ま た １ ラ イ
ン 分 の 転 送 が 行 な わ れ る 。 こ の よ う に 、 区 間 158に 現 れ る 信 号 が 、 第 ２ フ ィ ー ル ド の 期 間
に わ た っ て 繰 り 返 し 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 垂 直 同 期 信 号 VDが レ ベ ル "H" に レ ベ ル 変 化 し て 、 信 号 電 荷 が 垂 直 転 送 路 144に 読 み 出 さ
れ た 後 （ こ の と き を 時 刻 ｔ 0 と す る ） に お け る 、 各 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8を 、 図 8, 10の タ イ
ミ ン グ チ ャ ー ト に 時 間 的 に 拡 大 し て 示 す 。 図 ８ は 第 １ フ ィ ー ル ド 、 図 10は 第 ２ フ ィ ー ル ド
を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 時 刻 ｔ 0 に 続 い て 、 時 刻 t 1 , t 2 , t 3 ,...,t 8 に 、 図 示 す る 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8が 印 加 さ れ
る 。 時 刻 t 1 , t 2 , t 3 ,...,t 8 は 、 各 時 間 (1)～ (8)の 中 間 時 刻 で あ る 。 本 図 で は 水 平 転 送 期
間 152, 156は 省 略 し て あ る 。 転 送 素 子 に は 、 ８ 個 お き に 同 一 の 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 す
な わ ち 、 図 ２ に お い て 、 ８ 個 お き の 転 送 素 子 は 共 通 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8が 印 加 さ れ た と き に 、 垂 直 転 送 素 子 V1～ V8に は 、 図 9, 11
に 示 す ポ テ ン シ ャ ル が 形 成 さ れ る 。 図 ９ は 第 １ フ ィ ー ル ド 、 図 11は 第 ２ フ ィ ー ル ド を 示 す
。 こ れ は 、 図 ３ に 示 す 垂 直 転 送 路 144a, 144bの う ち 、 １ 列 分 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ９ に お い て 、 時 刻 ｔ 0 に フ ィ ー ル ド シ フ ト パ ル ス が 垂 直 転 送 素 子 V1, V5に 印 加 さ れ る
。 時 刻 ｔ 0 に お け る ポ テ ン シ ャ ル は 、 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1, TG5が 印 加 さ れ る こ と に よ
り 生 成 さ れ る も の で あ り 、 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8が 印 加 さ れ た と き よ り も 深 い ポ テ ン シ ャ ル
が 形 成 さ れ る 。 図 11に お い て 、 垂 直 転 送 素 子 V3, V7に 関 し て 、 同 様 の こ と が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 垂 直 転 送 路 144に シ フ ト さ れ た 信 号 電 荷 が 水 平 転 送 路 に 向 か っ て 、 垂 直 方 向 に 転 送 さ れ
て い く こ と が 、 図 9, 11よ り わ か る 。 図 ７ よ り 、 垂 直 駆 動 信 号 は 、 垂 直 転 送 素 子 V1～ V4と
垂 直 転 送 素 子 V5～ V8で は 、 同 じ 信 号 が 供 給 さ れ て い る こ と が 判 る 。 す な わ ち 、 実 質 的 に は
４ つ の 異 な る 位 相 の 信 号 で 駆 動 さ れ て い る 。 垂 直 転 送 さ れ た 信 号 電 荷 が 水 平 転 送 路 に 送 ら
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れ た 後 、 水 平 転 送 路 内 を 順 次 転 送 さ せ て 撮 像 部 104 か ら 全 画 素 の 信 号 電 荷 を １ フ レ ー ム 期
間 内 に 読 み 出 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 図 ２ の 受 光 素 子 は ２ 分 割 さ れ て い る が 、 ３ 分 割 以 上 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 た
と え ば 、 ３ 等 分 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の 際 の 読 出 し 方 法 は 、 ３ 番 目 の 受 光 部 に つ い て
は 、 第 ２ フ ィ ー ル ド に 続 く 第 ３ フ ィ ー ル ド を 設 け 、 第 ３ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 せ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 12, 13, 14, 15に 、 垂 直 転 送 路 144の 複 数 列 に 関 し て 各 時 間 (1)～ (8)に お け る 信 号 電
荷 の 転 送 の 様 子 を 示 す 。 図 12, 13は 第 １ フ ィ ー ル ド に お け る 緑 に 相 当 す る 信 号 電 荷 の 転 送
を 示 す 。 図 12(a)～ 12(d), 図 13(a)～ 13(d)が 、 そ れ ぞ れ 時 間 (1)～ (8)に 対 応 す る 。 図 14, 
15は 第 ２ フ ィ ー ル ド に お け る 赤 青 に 相 当 す る 信 号 電 荷 の 転 送 を 示 す 。 図 14(a)～ 14(d), 図
15(a)～ 15(d)が 、 そ れ ぞ れ 時 間 (1)～ (8)に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 水 平 転 送 路 で の 信 号 電 荷 の 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 で は 、 出 力 部 の ア ン
プ (FDA)で 、 １ つ の 画 素 に 属 す る ２ つ の 受 光 部 140a, 140bか ら の 信 号 を 水 平 混 合 す る か ど
う か を 、 絞 り 値 に よ っ て 決 定 す る 。 絞 り 値 が 小 さ い 場 合 、 す な わ ち Ｆ 値 が 大 き い と き は 、
入 射 光 は 、 ほ ぼ 平 行 光 で あ り 、 こ の 時 は 、 受 光 部 140aに 入 る 光 と 、 受 光 部 140bに 入 る 光 は
分 離 さ れ て い る た め 、 ２ つ の 受 光 部 140a, 140bか ら の 信 号 を 別 々 に 処 理 し て 高 解 像 信 号 と
し て 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 絞 り 値 が 大 き い 場 合 、 す な わ ち Ｆ 値 が 小 さ い と き は 、 入 射 光 は 、 斜 め 光 で あ り 、 受 光 部
140a, 140bの 手 前 で ピ ン ト が 合 っ て し ま う の で ， こ の 時 は 、 受 光 部 140aに 入 る 光 と 、 受 光
部 140bに 入 る 光 は 分 離 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 ２ つ の 受 光 部 140a, 140bか ら の 信 号 を 別
々 に 処 理 し て 高 解 像 信 号 と し て 利 用 で き な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ を 図 ３ に 示 す 。 図 3(b)、 3(c)は 、 図 3(a)に 示 す 受 光 部 140a, 140bの AA断 面 図 で あ り
、 図 3(b)は 、 平 行 光 146が 、 マ イ ク ロ レ ン ズ MLお よ び 色 フ ィ ル タ CFを 通 っ て 受 光 部 140a, 1
40bに 入 射 す る 場 合 を 示 し 、 図 3(c)は 、 斜 め 光 146が 、 マ イ ク ロ レ ン ズ MLお よ び 色 フ ィ ル タ
CFを 通 っ て 受 光 部 140a, 140bに 入 射 す る 場 合 を 示 す 。 受 光 部 140a, 140b同 士 の 間 に は 、 素
子 分 離 領 域 142が あ り 、 受 光 部 140同 士 の 間 に は 、 遮 光 膜 150が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 か ら わ か る よ う に 、 望 遠 撮 影 ま た は 小 絞 り 時 等 の 平 行 光 146が 入 射 す る と き は 、 受 光
部 140aに 入 る 光 と 、 受 光 部 140bに 入 る 光 は 分 離 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 横 方 向 に 左 右 か
ら 来 る 光 を 区 別 す る こ と が で き る 。 一 方 、 広 角 撮 影 ま た は 開 放 レ ン ズ 時 等 の 斜 め 光 146が
入 射 す る と き は 、 受 光 部 140aに 入 る 光 と 、 受 光 部 140bに 入 る 光 は 分 離 さ れ て い な い 。 し た
が っ て 、 受 光 部 140aに 入 る 光 と 、 受 光 部 140bに 入 る 光 を 混 合 し て も 問 題 は な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 水 平 混 合 は 具 体 的 に は 、 ２ 画 素 ご と に リ セ ッ ト パ ル ス を 出 力 部 の ア ン プ (FDA)で 発 生 さ
せ て 行 な う 。 混 合 し な い と き は ， 通 常 の よ う に １ 画 素 ご と に リ セ ッ ト パ ル ス を 発 生 さ せ る
。 こ れ を 図 ４ に 示 す 。 図 4(a), 4(b)は 、 垂 直 転 送 部 か ら の 信 号 電 荷 を 受 け て 、 水 平 方 向 に
転 送 す る 水 平 転 送 部 に 、 通 常 印 加 さ れ る ２ 相 パ ル ス H1, H2を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 4(c), 4(d)は 、 水 平 転 送 部 の 出 力 端 に 接 続 さ れ る ア ン プ (FDA)に 印 加 さ れ る リ セ ッ ト
パ ル ス Resetを 示 し 、 図 4(c)は 、 斜 め 光 入 射 の と き に 水 平 画 素 混 合 を 行 う た め の も の で あ
り 、 ２ 相 パ ル ス H1, H2の ２ 周 期 ご と に リ セ ッ ト パ ル ス を 生 じ る 。 こ の た め 、 受 光 部 140aに
蓄 積 さ れ た 信 号 電 荷 と 、 受 光 部 140bに 蓄 積 さ れ た 信 号 電 荷 が 加 算 さ れ た 信 号 が ア ン プ (FDA
)か ら 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 4(d)は 、 平 行 光 入 射 の と き に 水 平 画 素 混 合 を 行 な わ な い た め の も の で あ り 、 通 常 の リ
セ ッ ト パ ル ス と 同 様 に ２ 相 パ ル ス H1, H2の １ 周 期 ご と に リ セ ッ ト パ ル ス を 生 じ る 。
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【 ０ ０ ６ ９ 】
　 な お 、 小 絞 り 時 は 通 常 、 回 折 の 影 響 を 受 け て 、 レ ン ズ の 解 像 度 が 劣 化 し て い る の で 、 そ
れ を 補 う こ と を 目 的 と し て も 、 分 割 さ れ た 受 光 部 140a, 140bの 信 号 を そ の ま ま 用 い て 得 ら
れ る 高 解 像 度 信 号 が 利 用 で き る 。 こ れ を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ の 実 線 は 、 画 像 の 有 す る 空 間 周
波 数 と 、 レ ン ズ MTF(Modulation Transfer Function、 変 調 伝 達 関 数 )と の 関 係 を 、 小 絞 り
と 開 放 の 場 合 に 示 し た も の で あ る 。 図 に 示 す よ う に 小 絞 り 時 は 通 常 、 レ ン ズ の 解 像 度 が 劣
化 し て い る 。 本 実 施 例 に よ れ ば 、 点 線 で 示 す よ う に 、 小 絞 り 時 は 、 水 平 ／ 垂 直 両 方 向 に お
い て レ ン ズ の 解 像 度 が 改 善 さ れ る 。 撮 像 部 104 の 基 本 的 な 構 成 は 以 上 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 AF調 整 部 106 は 、 ピ ン ト 調 整 機 構 （ 図 示 せ ず ） に よ り 被 写 体 と カ メ ラ 10と の 距 離 を 測 距
し て 得 ら れ た 情 報 に 応 じ て 撮 像 レ ン ズ 102 を 最 適 な 位 置 に 配 す る よ う に 位 置 調 整 を 行 う 。
こ の と き 、 測 距 情 報 の 算 出 と こ の 測 距 情 報 か ら の 制 御 量 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 12で 処 理 さ れ
る 。 こ の 結 果 、 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 応 じ て AF調 整 部 106 は 、 ピ ン ト 調 整 機 構 を 駆 動 さ せ
、 撮 像 レ ン ズ 102 を 移 動 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 AE調 整 部 108 は 、 被 写 体 を 含 む 被 写 界 の 測 光 値 の 算 出 が 行 わ れ る シ ス テ ム 制 御 部
12内 に 設 け ら れ る 露 光 制 御 部 （ 図 示 せ ず ） か ら の 制 御 に よ り 絞 り 機 構 の 絞 り 位 置 を 変 位 さ
せ 、 入 射 す る 光 束 量 を 調 整 す る 。 測 光 は 、 撮 像 信 号 の 一 部 を 用 い て い る 。 こ の 場 合 も シ ス
テ ム 制 御 部 12で 測 光 値 に 基 づ い て 露 光 量 が 算 出 さ れ 、 こ の 露 光 量 に な る よ う に 絞 り 値 と シ
ャ ッ タ 速 度 値 を 制 御 す る 制 御 信 号 を  AE 調 整 部 108 に 供 給 す る 。 AE調 整 部 108 は 、 こ の 制
御 信 号 に 応 じ て 絞 り 機 構 お よ び シ ャ ッ タ 機 構 を そ れ ぞ れ 調 整 し て い る 。 こ の 調 整 に よ り 露
出 を 最 適 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム 制 御 部 12は 、 得 ら れ た 絞 り 値 と 所 定 の 絞 り 値 と を 比 較 し て 、 既 述 の よ う
に 水 平 画 素 混 合 を 行 な う か ど う か を 決 定 す る 。 そ し て 決 定 結 果 を 駆 動 信 号 生 成 部 12A と 信
号 処 理 部 114 に 送 る 。 そ の 結 果 、 駆 動 信 号 生 成 部 12A は 、 絞 り 値 に 応 じ て 、 FDAに 印 加 す
る 既 述 の リ セ ッ ト パ ル ス を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 信 号 処 理 系 10B に は 、 前 処 理 部 110 、 A/D 変 換 部 112 、 信 号 処 理 部 114 、 バ ッ フ ァ 部 11
6 お よ び 圧 縮 ／ 伸 張 処 理 部 118 が 備 え ら れ て い る 。 前 処 理 部 110 は 、 た と え ば 、 供 給 さ れ
る 信 号 電 荷 に 対 し て 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ （ CDS ） 処 理 を 施 し て 雑 音 の 低 減 を 図 り 、 ま た
信 号 に ガ ン マ 変 換 処 理 を 施 し 、 こ の 信 号 を 増 幅 さ せ て A/D 変 換 部 112 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 A/D 変 換 部 112 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 12か ら の 制 御 信 号 お よ び タ イ ミ ン グ 信 号 等 を 発 生 さ
せ る 信 号 発 生 部 120 か ら の ク ロ ッ ク 信 号 を 用 い て 撮 像 部 104 か ら 供 給 さ れ る ア ナ ロ グ 信 号
を サ ン プ リ ン グ し 、 量 子 化 す る こ と に よ っ て デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 。 変 換 し た デ ジ タ ル
信 号 は 信 号 処 理 部 114 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 信 号 処 理 部 114 は 、 入 力 さ れ た 信 号 に 、 ２ つ の モ ー ド の 画 素 数 を 考 慮 し て 、 自 動 絞 り 調
整 （ AE） 、 白 バ ラ ン ス 調 整 （ AWB ） 、 ア パ ー チ ャ 補 正 等 の 信 号 処 理 を 施 す 。 す な わ ち 、 こ
こ で の モ ー ド と は 、 既 述 の 水 平 ２ 画 素 混 合 を 行 な う モ ー ド (混 合 モ ー ド )と 行 な わ な い モ ー
ド (非 混 合 モ ー ド )で あ る 。 こ の モ ー ド は 、 シ ス テ ム 制 御 部 12が 決 定 す る が 、 後 述 す る モ ー
ド 指 定 部 10E で モ ー ド を 指 定 す る こ と が で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 な お 、 レ リ ー ズ シ ャ ッ タ 128 が 半 押 し (S1 ONと 呼 ぶ )で あ る か 、 全 押 し (S2 ONと 呼 ぶ )で
あ る か に よ っ て 、 動 画 撮 影 （ 間 引 き 撮 影 ） モ ー ド で あ る か 、 得 ら れ た 静 止 画 を 信 号 出 力 系
10D の 記 録 再 生 部 126 に 取 り 込 む 静 止 画 撮 影 モ ー ド で あ る か の 判 定 も 行 な わ れ る 。 し か し
、 こ れ ら の モ ー ド に つ い て は 、 こ れ 以 上 言 及 し な い 。 本 実 施 例 で は 、 混 合 モ ー ド と 非 混 合
モ ー ド に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
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　 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 10の 各 部 に お い て 、 現 在 、 い ず れ の モ ー ド に 従 っ て 動 作 す べ き か
は シ ス テ ム 制 御 部 12か ら の 制 御 信 号 に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 信 号 処 理 部 114 は 、 撮 像 部 104 か ら の 撮 像 信 号 を 記 録 可 能 な 映 像 信 号 に し て い る 。 そ し
て 、 信 号 処 理 部 114 は 、 そ の 信 号 を バ ッ フ ァ 部 116 に 出 力 す る 。 バ ッ フ ァ 部 116 は 、 前 述
し た 信 号 処 理 部 114 か ら 供 給 さ れ る 映 像 信 号 を 所 定 の 振 幅 に 増 幅 す る と と も に 、 記 録 時 に
お け る 時 間 調 整 の 機 能 な ど も 有 し て い る 。 バ ッ フ ァ 部 116 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 12内 に 配 さ
れ る 記 録 制 御 部 （ 図 示 せ ず ） の 制 御 に よ り 信 号 出 力 系 10D ま た は 圧 縮 ／ 伸 張 処 理 部 118 に
画 像 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 圧 縮 ／ 伸 張 処 理 部 118 は 、 画 像 を 記 録 す る 場 合 、 シ ス テ ム 制 御 部 12の 制 御 に よ り 画 像 信
号 が 供 給 さ れ る 。 供 給 さ れ た 画 像 信 号 に は 、 た と え ば 、 JPEG（ Joint Photographic codin
g Experts Group ） 規 格 に 基 づ く 圧 縮 処 理 が 施 さ れ る 。 ま た 、 記 録 再 生 部 126 か ら 記 録 さ
れ て い た 信 号 を 読 み 出 し て 再 生 す る 場 合 、 上 述 し た 圧 縮 処 理 の 逆 変 換 等 の 信 号 処 理 を 施 す
こ と に よ っ て 元 の 画 像 信 号 を 再 生 し 、 表 示 部 124 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 駆 動 信 号 生 成 部 10C に は 、 信 号 発 生 部 120 お よ び ド ラ イ バ 部 122 が 含 ま れ る 。 信 号 発 生
部 120 は 、 た と え ば 、 現 行 の 放 送 方 式 （ NTSC/PAL） で デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 10が 駆 動 さ れ
る よ う に 発 生 さ せ た 原 発 振 の ク ロ ッ ク を 基 に 同 期 信 号 を 生 成 し て 信 号 処 理 部 114 に 供 給 す
る 。 信 号 発 生 部 120 は 、 前 処 理 部 110 、 A/D 変 換 部 112 、 バ ッ フ ァ 部 116 お よ び 圧 縮 ／ 伸
張 処 理 部 118 に も サ ン プ リ ン グ 信 号 や 書 込 み ／ 読 出 し 信 号 の ク ロ ッ ク と し て 信 号 が 供 給 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 信 号 発 生 部 120 は 、 原 発 振 の ク ロ ッ ク か ら 同 期 信 号 を 生 成 し 、 さ ら に こ れ ら の 信 号 を 用
い て 各 種 の タ イ ミ ン グ 信 号 を 生 成 し て い る 。 生 成 さ れ る タ イ ミ ン グ 信 号 に は 、 撮 像 部 104 
で 得 ら れ た 信 号 電 荷 の 読 出 し に 用 い る タ イ ミ ン グ 信 号 、 た と え ば 、 垂 直 転 送 路 の 駆 動 タ イ
ミ ン グ を 供 給 す る 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 、 水 平 転 送 路 の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 供 給 す る 水 平 タ イ
ミ ン グ 信 号 、 フ ィ ー ル ド シ フ ト や ラ イ ン シ フ ト さ せ る タ イ ミ ン グ 信 号 等 が あ る 。 ま た 、 AF
調 整 部 106 、 AE調 整 部 108 の 動 作 を 制 御 す る 際 に も 信 号 発 生 部 120 か ら の 信 号 を 用 い て い
る （ こ こ で は 信 号 線 を そ れ ぞ れ を あ ら わ に は 図 示 せ ず ） 。 こ の よ う に 各 種 の 信 号 を 前 述 し
た 各 部 に 出 力 す る と と も に 、 信 号 発 生 部 120 は 、 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 と 水 平 タ イ ミ ン グ 信
号 と を ド ラ イ バ 部 122 に 供 給 す る 。 ド ラ イ バ 部 122 は 、 供 給 さ れ る タ イ ミ ン グ 信 号 に し た
が っ て 駆 動 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 信 号 出 力 系 10D に は 、 表 示 部 124 お よ び 記 録 再 生 部 126 が 備 え ら れ て い る 。 表 示 部 124 
に は 、 た と え ば 、 デ ジ タ ル RGB 入 力 に よ る VGA （ Video Graphics Array） 規 格 の 液 晶 表 示
モ ニ タ な ど が 備 え ら れ て い る 。 記 録 再 生 部 126 は 、 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 に 供 給
さ れ る 映 像 信 号 を 記 録 す る 。 ま た 、 記 録 再 生 部 126 は 、 記 録 し た 映 像 信 号 を 読 み 出 し て 表
示 部 124 に 表 示 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 モ ー ド 指 定 部 10E に は 、 レ リ ー ズ シ ャ ッ タ 128 お よ び キ ー ス イ ッ チ 130 が 備 え ら れ て い
る 。 レ リ ー ズ シ ャ ッ タ 128 に は 、 本 実 施 例 に お い て 、 ２ 段 押 し 機 能 を 備 え て い る 。 す な わ
ち 、 第 １ 段 の 半 押 し 状 態 で は 、 測 光 制 御 モ ー ド を 指 定 し て 、 シ ス テ ム 制 御 部 12に こ の モ ー
ド 設 定 が な さ れ て い る こ と を 信 号 と し て 供 給 し 、 第 ２ 段 の 全 押 し 状 態 で は 、 画 像 の 取 込 み
タ イ ミ ン グ を シ ス テ ム 制 御 部 12に 提 供 す る 。 ま た 、 キ ー ス イ ッ チ 130 は 、 十 字 キ ー で 、 表
示 部 124 の 画 面 に 表 示 さ れ る 画 面 内 の カ ー ソ ル を 上 下 左 右 に 移 動 さ せ て 項 目 ・ 画 像 の 選 択
等 を 行 う 。 こ の 選 択 し た 情 報 も シ ス テ ム 制 御 部 12に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 モ ー ド 指 定 手 段 で あ る モ ー ド 指 定 部 10E で は 、 上 記 の よ う に 、 各 種 の ス イ ッ チ の 設 定 状
態 に よ り 、 混 合 モ ー ド 、 非 混 合 モ ー ド を 指 定 す る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ８ ５ 】
　 シ ス テ ム 制 御 部 12は 、 カ メ ラ 全 体 の 動 作 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ で あ る 。 シ ス テ ム 制 御
部 12に は 、 中 央 演 算 装 置 （ CPU ） が 含 ま れ て い る 。 シ ス テ ム 制 御 部 12は 、 レ リ ー ズ シ ャ ッ
タ 128 か ら の 入 力 信 号 に よ り 測 光 制 御 モ ー ド が 選 択 さ れ た か ど う か の 判 断 を 行 う 。 ま た 、
絞 り 値 の 大 小 に よ り 混 合 モ ー ド 、 非 混 合 モ ー ド の い ず れ か を 選 択 す る 。 こ の よ う に 供 給 さ
れ た 情 報 に 基 づ い て シ ス テ ム 制 御 部 12は 判 断 を 行 い 、 こ の 判 断 結 果 を 基 に 駆 動 信 号 生 成 部
10C の 動 作 を 制 御 す る 。 シ ス テ ム 制 御 部 12に は 、 図 示 し な い が 記 録 制 御 部 を 設 け て い る 。
記 録 制 御 部 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 12か ら の タ イ ミ ン グ 制 御 信 号 に 従 い バ ッ フ ァ 部 116 お よ び
信 号 出 力 系 10D の 記 録 再 生 部 126 の 動 作 を 制 御 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 10の 動 作 に つ い て 図 16に よ り 説 明 す る 。 ま ず
、 最 初 に デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 10で は 、 撮 影 を 行 う 前 に 被 写 界 に 対 し て 測 光 を 行 う 。 ス テ
ッ プ S1で 、 レ リ ー ズ シ ャ ッ タ 128 が 半 押 し 状 態 に あ る （ S1 ON） と 判 断 す る と 、 測 光 制 御
モ ー ド に な る (ス テ ッ プ S(2)。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 測 光 に 伴 っ て 撮 像 系 10A で 得 ら れ た 画 像 信 号 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 12の 制 御 に よ り 信 号 処
理 系 10B に 供 給 さ れ る 。 信 号 処 理 系 10B で は 、 供 給 さ れ た 画 像 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換
す る 。 こ の 変 換 に よ り 得 ら れ た 画 像 デ ー タ は 、 測 光 情 報 と し て シ ス テ ム 制 御 部 12に 供 給 さ
れ る 。 シ ス テ ム 制 御 部 12は 、 こ の 測 光 情 報 を 用 い て 演 算 を 行 う 。 こ の 演 算 に よ り 、 絞 り 値
（ Ｆ ） が 決 定 さ れ る 。 シ ス テ ム 制 御 部 12は 、 AFの 調 整 用 の 制 御 信 号 と と も に 、 AEの 調 整 用
の 制 御 信 号 も 生 成 し て そ れ ぞ れ AF調 整 部 106 お よ び AE調 整 部 108 に 出 力 す る 。 AF調 整 部 10
6 お よ び AE調 整 部 108 は 、 そ れ ぞ れ 内 蔵 す る 機 構 を 介 し て 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 応 じ た 調
整 を 行 う 。 こ の 調 整 は 、 こ の モ ー ド に お い て 繰 り 返 し 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 絞 り 値 （ Ｆ ） が 決 定 さ れ る と 、 絞 り 値 が 、 所 定 の 絞 り 値 (F-TH)よ り 小 さ か ど う か が 判 定
さ れ る (ス テ ッ プ S(3)。 小 さ い と き は 、 水 平 ２ 画 素 混 合 モ ー ド が 選 択 さ れ (ス テ ッ プ S(4)、
絞 り 値 が 、 所 定 の 絞 り 値 (F-TH)以 上 の と き は 、 非 混 合 モ ー ド が 選 択 さ れ る (ス テ ッ プ S(5)
。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の 後 、 ユ ー ザ は 所 望 の 撮 影 タ イ ミ ン グ で レ リ ー ズ シ ャ ッ タ 128 を 全 押 し 状 態 に す る (
ス テ ッ プ S6, S7で YESの と き )。 こ の と き 、 撮 像 部 10Aで 撮 像 が 行 な わ れ 、 水 平 ２ 画 素 混 合
モ ー ド の と き は 、 水 平 転 送 部 で 既 述 の よ う に 混 合 が 行 な わ れ (ス テ ッ プ S(8)、 非 混 合 モ ー
ド の と き は 、 水 平 転 送 部 で は 混 合 を 行 な わ な い (ス テ ッ プ S9)。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 撮 像 し た 画 像 信 号 は 、 信 号 処 理 系 10B の A/D 変 換 部 112 で デ ジ タ ル 信 号 に さ れ た 後 、 信
号 処 理 部 114 に 供 給 さ れ る 。 信 号 処 理 部 114 で は 、 混 合 モ ー ド で は 、 通 常 の 画 素 数 で の ハ
ニ カ ム 処 理 が 行 な わ れ (ス テ ッ プ S10)、 非 混 合 モ ー ド で は 、 画 素 数 の 多 い 高 解 像 ハ ニ カ ム
処 理 が 行 な わ れ る (ス テ ッ プ S1(1)。 い ず れ の 処 理 に お い て も 、 画 素 数 の 異 な る 点 を 除 い て
同 様 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 そ の 後 、 圧 縮 ／ 伸 張 処 理 部 118 で は 、 圧 縮 処 理 が 施 さ れ 、 信 号 出 力 系 10D に 出 力 さ れ る
。 シ ス テ ム 制 御 部 12内 の 記 録 制 御 部 の 制 御 に よ り 供 給 さ れ る 全 画 素 の 画 像 デ ー タ が 記 録 再
生 部 126 に 記 録 さ れ る 。 (ス テ ッ プ S1(2)
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 上 記 の 実 施 例 で は 、 画 素 ご と に １ つ の
マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 し て い た が 、 本 実 施 例 で は 、 １ つ の 画 素 に 含 ま れ る ２ つ の 受 光 部 は そ
れ ぞ れ １ つ の マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 し 、 マ イ ク ロ レ ン ズ に よ り 、 入 射 光 を 受 光 部 ご と に 集 光
す る 。 同 一 画 素 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷 を 、 ユ ー ザ か ら の 指 示 に よ り 、 た
と え ば 、 連 写 モ ー ド と い う 指 定 が さ れ る と 、 １ つ に ま と め て 処 理 す る 。 な お 、 以 下 で は 上
記 の 実 施 例 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
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　 そ れ ぞ れ １ つ の マ イ ク ロ レ ン ズ を 有 す る 受 光 部 を 図 17に 示 す 。 図 17(b)は 、 図 17(a)に 示
す 受 光 部 140a, 140bの AA断 面 図 で あ り 、 マ イ ク ロ レ ン ズ MLaに 入 射 し た 光 は 、 色 フ ィ ル タ C
Fを 通 っ て 受 光 部 140aに 入 射 す る 。 マ イ ク ロ レ ン ズ MLbに 入 射 し た 光 は 、 色 フ ィ ル タ CFを 通
っ て 受 光 部 140bに 入 射 す る 。 図 か ら わ か る よ う に 、 受 光 部 140aに 入 る 光 と 、 受 光 部 140bに
入 る 光 は 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 実 施 例 は 、 解 像 度 向 上 を 図 っ て 、 分 割 さ れ た 受 光 部 に １ つ ず つ マ イ ク ロ レ ン ズ (ML)を
設 け た も の で あ る 。 す な わ ち 、 分 割 さ れ た 受 光 部 に 合 わ せ て 、 マ イ ク ロ レ ン ズ も 分 割 し た
も の で あ り 、 常 に 高 解 像 度 信 号 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 本 実 施 例 に お け る デ ィ ジ タ ル カ メ ラ の 動 作 フ ロ ー を 図 18に 示 す 。 図 18の ス テ ッ プ S31に
示 す よ う に 、 ユ ー ザ か ら 特 別 の 指 定 (た と え ば 、 連 写 モ ー ド の 指 定 )が あ る と 、 水 平 ２ 画 素
混 合 モ ー ド と 決 定 し 、 処 理 速 度 優 先 の た め に 、 同 一 画 素 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 か ら の 信
号 電 荷 を １ つ に ま と め て 処 理 す る こ と 、 す な わ ち 水 平 方 向 の 画 素 を 加 算 す る 処 理 を 行 な う
。 指 定 が な い 限 り 、 非 混 合 モ ー ド と 決 定 し 、 加 算 す る 処 理 を 行 わ な い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ れ ま で の 実 施 例 は 、 イ ン タ ー レ ス 読
出 し の み を 行 な う も の で あ っ た が 、 本 実 施 例 は 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に 加 え て 、 必 要 な 場
合 に は 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し も 可 能 で あ る 。 こ れ を 実 現 す る た め に 、 垂 直 転 送 路 は 、 転
送 方 向 に 隣 接 す る 画 素 間 に 偶 数 個 の 転 送 電 極 を 有 し 、 同 一 の 受 光 素 子 に 含 ま れ る ２ 個 の 受
光 部 の う ち 、 一 方 が 奇 数 番 目 の 転 送 電 極 に 接 続 さ れ 、 他 方 が 偶 数 番 目 の 転 送 電 極 に 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し を 行 な う と き は 、 奇 数 番 目 の 転 送 電 極 、 ま た は 偶 数 番 目 の 転 送 電
極 の い ず れ か に の み 、 受 光 部 か ら 垂 直 転 送 路 へ 信 号 電 荷 を 読 み 出 す た め の 読 出 し 信 号 を 印
加 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 イ ン タ ー レ ス 読 出 し で は 、 す べ て の 受 光 部 140a, 140bか ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 す が 、 プ ロ
グ レ ッ シ ブ 読 出 し で は 、 す べ て の 受 光 素 子 か ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 す が 、 各 受 光 素 子 の 受 光
部 140a, 140bの う ち 、 い ず れ か の み か ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 す 。 本 実 施 例 で は 、 奇 数 番 目 の
転 送 電 極 に 接 続 さ れ た 受 光 部 140bの み か ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 す 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 19に 本 実 施 例 に 係 わ る 撮 像 部 を 示 す 。 撮 像 部 に は 、 受 光 素 子 140が 行 方 向 お よ び 列 方
向 に ２ 次 元 配 列 さ れ て い る 。 図 19は 、 受 光 素 子 140、 色 フ ィ ル タ CF、 マ イ ク ロ レ ン ズ ML、
素 子 分 離 領 域 142、 読 出 し ゲ ー ト TG、 お よ び 垂 直 転 送 路 144上 に 設 け ら れ た 電 極 V1～ V8の 配
置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 各 受 光 素 子 140は 、 垂 直 転 送 路 144の 転 送 方 向 (図 に お い て 上 か ら 下 に 向 か う 方 向 )に 、 素
子 分 離 領 域 142に よ っ て 、 受 光 面 積 が 同 じ ２ 個 の 受 光 部 140a、 140bに 分 割 さ れ て い る 。 受
光 素 子 140の 配 列 は 、 い わ ゆ る ハ ニ カ ム 配 列 に な っ て い る 。 受 光 素 子 G1, B2, B3, R2, R3,
 G4, G5, B6, B7, R7, R7, G8の 参 照 符 号 に 含 ま れ る 数 字 1～ 8は 、 垂 直 転 送 電 極 の 識 別 番
号 に 対 応 す る 。 図 19の 色 フ ィ ル タ CFの 配 列 は 、 Gス ト ラ イ プ RB完 全 市 松 で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に お い て は 、 第 １ フ ィ ー ル ド で 緑 の 画 素 の 位 置 に あ る 受 光 部 G1b, G
4a, G5b, G8aを す べ て 読 み 出 し 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で 赤 の 画 素 お よ び 青 の 画 素 の 位 置 に あ る
受 光 部 R2a, R3b, R6a, R7b, B2a, B3b, B6a, B7bを 読 み 出 す 。 こ れ を 可 能 に す る た め に 、
受 光 部 140aは 偶 数 番 目 の 電 極 に 向 け て 、 受 光 部 140bは 奇 数 番 目 の 電 極 に 向 け て 読 出 し ゲ ー
ト TGを 設 け る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 イ ン タ ー レ ス 読 出 し を 採 用 し た こ と に よ り 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し を 行 な う ハ ニ カ ム 配
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列 の 撮 像 方 式 と 比 べ て 垂 直 転 送 路 の 幅 を 縮 小 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 20(a)に イ ン タ ー レ ス 読 出 し 時 の 、 垂 直 同 期 信 号 VD、 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 等 を 示 す 。
蓄 積 さ れ た 信 号 電 荷 を 各 受 光 部 140a, 140bか ら 読 み 出 す 場 合 、 図 20(a)に 示 す よ う に 、 信
号 発 生 部 で は メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ を 閉 じ る た め の 信 号 MSが 生 成 さ れ る 。 信 号 発 生 部 120 は
、 こ れ に 同 期 し て い る 垂 直 同 期 信 号 VDを 生 成 す る 。 ま た 、 信 号 発 生 部 で は 、 垂 直 同 期 信 号
VDに 同 期 さ せ て 信 号 読 出 し ゲ ー ト TGに 供 給 す る 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1～ TG8が 生 成 さ れ る
。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 20(a)に お い て 、 各 垂 直 同 期 期 間 中 、 第 １ フ ィ ー ル ド 160で は 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1,
 TG4, TG5, TG8が 立 ち 上 が り 信 号 で あ り 、 第 ２ フ ィ ー ル ド 162で は 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG2
, TG3, TG6, TG7が 立 ち 上 が り 信 号 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1～ TG8は 、 図 ６ に 示 す も の と 異 な る が 、 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8は 、
図 7(a), 7(b)に 示 す も の と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 図 20(a)に 示 す 第 １ フ ィ ー ル ド 160で は 、 ト ラ
ン ス フ ァ ゲ ー ト を オ ン に す る 際 に 転 送 素 子 V1, V4, V5, V8に 対 応 す る 位 置 の 受 光 素 子 (緑
の 画 素 に 対 応 す る も の )だ け か ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 し 、 次 の 垂 直 同 期 信 号 VDが 供 給 さ れ る
ま で フ ィ ー ル ド シ フ ト が 行 わ れ な い 。 フ ィ ー ル ド シ フ ト 後 、 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8が 順 次 供
給 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 第 ２ フ ィ ー ル ド 162で は 、 ト ラ ン ス フ ァ ゲ ー ト を オ ン に す る 際 に 転 送 素 子 V2, V3, V6, V
7に 対 応 す る 位 置 の 受 光 素 子 (赤 青 の 画 素 に 対 応 す る も の )だ け か ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 す 。
フ ィ ー ル ド シ フ ト 後 、 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8が 順 次 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 20(b)は 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し 時 の 、 垂 直 同 期 信 号 VD、 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 等 を 示
す 。 信 号 発 生 部 で は 、 垂 直 同 期 信 号 VDに 同 期 さ せ て 信 号 読 出 し ゲ ー ト TGに 供 給 す る 垂 直 タ
イ ミ ン グ 信 号 TG1～ TG8が 生 成 さ れ る 。 図 20(b)に お い て 、 各 垂 直 同 期 期 間 中 、 垂 直 タ イ ミ
ン グ 信 号 TG1, TG3, TG5, TG7が 立 ち 上 が り 信 号 で あ り 、 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG2, TG4, TG
6, TG8は ロ ウ レ ベ ル の ま ま で あ る 。 な お 、 メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ は プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し 時
、 開 状 態 に 保 持 す る た め 、 信 号 MSは ハ イ レ ベ ル の ま ま で あ る 。 そ の た め 、 図 20(b)に は 示
さ な い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1～ TG8は 、 図 20(a)に 示 す も の と 異 な る が 、 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8
は 、 図 20(a)に 示 す も の と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 図 20(b)で は 、 ト ラ ン ス フ ァ ゲ ー ト を オ ン に す
る 際 に 転 送 素 子 V1, V3, V5, V7に 対 応 す る 位 置 の 受 光 素 子 だ け か ら 信 号 電 荷 を 読 み 出 し 、
次 の 撮 影 が 行 な わ れ る ま で フ ィ ー ル ド シ フ ト が 行 わ れ な い 。 フ ィ ー ル ド シ フ ト 後 の 全 画 素
転 送 期 間 164で は 、 垂 直 駆 動 信 号 V1～ V8が 順 次 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 超 高 速 シ ャ ッ タ な ど 、 電 子 シ ャ ッ タ が 必 要 な と き 、 奇 数 番 目 の 読 出 し ゲ ー ト ま た は 偶 数
番 目 の 読 出 し ゲ ー ト に の み パ ル ス を 印 加 し て 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し を 行 な う 。 こ れ に よ
り １ つ の 画 素 の う ち の 半 分 の 受 光 部 か ら の 信 号 電 荷 の み を 読 み 出 せ る と い う 利 点 が あ る 。
超 高 速 シ ャ ッ タ の 場 合 は 、 解 像 度 よ り も 速 度 が 重 視 さ れ る た め 信 号 電 荷 量 が 少 な い こ と は
問 題 と な ら な い 。 ま た 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し の よ う に 第 １ 、 第 ２ フ ィ ー ル ド に 分 け て 読 み
出 す こ と が な い た め 、 熱 飽 和 拡 散 の 問 題 も な い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 動 作 に つ い て 図 21に よ り 説 明 す る 。 ま ず 、
最 初 に デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ で は 、 撮 影 を 行 う 前 に 被 写 界 に 対 し て 測 光 を 行 う 。 ス テ ッ プ
S1で 、 レ リ ー ズ シ ャ ッ タ 128 が 半 押 し 状 態 に あ る （ S1 ON） と 判 断 す る と 、 測 光 制 御 モ ー
ド に な る (ス テ ッ プ S(2)。
【 ０ １ １ ０ 】
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　 測 光 に 伴 っ て 撮 像 系 10A で 得 ら れ た 画 像 信 号 は 、 シ ス テ ム 制 御 部 12の 制 御 に よ り 信 号 処
理 系 10B に 供 給 さ れ る 。 信 号 処 理 系 10B で は 、 供 給 さ れ た 画 像 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換
す る 。 こ の 変 換 に よ り 得 ら れ た 画 像 デ ー タ は 、 測 光 情 報 と し て シ ス テ ム 制 御 部 12に 供 給 さ
れ る 。 シ ス テ ム 制 御 部 12は 、 こ の 測 光 情 報 を 用 い て 演 算 を 行 う 。 こ の 演 算 に よ り 、 シ ャ ッ
タ ス ピ ー ド が 決 定 さ れ る 。 こ れ は 繰 り 返 し 行 わ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 シ ャ ッ タ ス ピ ー ド が 決 定 さ れ る と 、 シ ャ ッ タ ス ピ ー ド が 、 所 定 の シ ャ ッ タ ス ピ ー ド (S-T
H)よ り 小 さ い か ど う か が 判 定 さ れ る (ス テ ッ プ S3(2)。 小 さ い と き は 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ モ ー
ド が 選 択 さ れ (ス テ ッ プ S4(1)、 シ ャ ッ タ ス ピ ー ド が 、 所 定 の シ ャ ッ タ ス ピ ー ド (S-TH)以 上
の と き は 、 イ ン タ ー レ ス モ ー ド が 選 択 さ れ る (ス テ ッ プ S5(1)。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の 後 、 ユ ー ザ は 所 望 の 撮 影 タ イ ミ ン グ で レ リ ー ズ シ ャ ッ タ 128 を 全 押 し 状 態 に す る (
ス テ ッ プ S6, S7で YESの と き )。 こ の と き 、 撮 像 部 10Aで 撮 像 が 行 な わ れ 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ
モ ー ド の と き は 、 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1, TG3, TG5, TG7が 立 ち 上 が り 信 号 に な る (ス テ
ッ プ S1(4)。 プ ロ グ レ ッ シ ブ モ ー ド の た め メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ は 閉 と し な い 。 不 要 信 号 電
荷 が あ る 場 合 は オ ー バ フ ロ ー ド レ イ ン 方 式 に よ り 廃 棄 さ れ る 。 イ ン タ ー レ ス モ ー ド の と き
は 、 メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ を 閉 (ス テ ッ プ S1(5)と し た 後 、 第 １ フ ィ ー ル ド の 転 送 を 行 な う た
め 、 垂 直 タ イ ミ ン グ 信 号 TG1, TG5, TG4, TG8を 立 ち 上 が り 信 号 に し て 、 読 み 出 し た 後 、 垂
直 転 送 を 行 な う (ス テ ッ プ S1(6)。 次 に 、 第 ２ フ ィ ー ル ド の 転 送 を 行 な う た め 、 垂 直 タ イ ミ
ン グ 信 号 TG3, TG7, TG2, TG6を 立 ち 上 が り 信 号 に し て 、 読 み 出 し た 後 、 垂 直 転 送 を 行 な う
(ス テ ッ プ S1(7)。
【 ０ １ １ ３ 】
　 信 号 処 理 部 で は 、 プ ロ グ レ ッ シ ブ モ ー ド で は 、 通 常 の 画 素 数 で の ハ ニ カ ム 処 理 が 行 な わ
れ 、 イ ン タ ー レ ス モ ー ド で は 、 画 素 数 の 多 い 高 解 像 ハ ニ カ ム 処 理 が 行 な わ れ る (ス テ ッ プ S
1(8)。 い ず れ の 処 理 に お い て も 、 画 素 数 の 異 な る 点 を 除 い て 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 次 に 第 ４ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 で は 、 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光
部 の 分 割 線 の 方 向 は 、 撮 像 面 の 中 心 と 受 光 素 子 を 結 ぶ 直 線 の 方 向 に 依 存 す る 。 た と え ば 、
分 割 線 の 方 向 は 、 撮 像 面 の 中 心 か ら 放 射 状 に な る よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 22に 分 割 線 の 設 定 の 一 例 を 示 す 。 本 実 施 例 で は 、 放 射 状 に 設 定 し た 情 況 に 似 た 例 と し
て 、 撮 像 面 168を 縦 横 に ３ 分 割 し て 、 次 の よ う に 設 定 す る 。 全 体 と し て は ９ 分 割 し 、 中 心
部 の 領 域 166a, 166b, 166cで は 、 受 光 素 子 140の 分 割 線 （ 素 子 分 離 領 域 14(2)の 方 向 は 縦 方
向 で あ り 、 他 の 領 域 で は 、 横 方 向 (水 平 方 向 )で あ る 。 両 側 の 領 域 で は 、 入 射 光 線 は 横 向 き
成 分 が 多 い と 考 え ら れ る た め 、 水 平 方 向 に 分 割 す る こ と に よ り 、 均 等 に 受 光 す る こ と が で
き る 。 本 図 に お け る 実 線 、 点 線 は 、 図 23に 示 す よ う に 、 実 線 170は 、 広 角 時 結 像 エ リ ア で
あ り 、 点 線 172は 、 望 遠 時 結 像 エ リ ア で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 任 意 の 方 向 で 受 光 素 子 を 分 割 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 受 光 素 子 の シ ェ
ー デ ィ ン グ 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 受 光 素 子 の シ ェ ー デ ィ ン グ 特 性 が 向 上 す る た
め 、 分 割 さ れ た 受 光 部 同 士 の 飽 和 容 量 を 均 等 に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 以 上 の 実 施 例 に お い て は 、 各 受 光 素 子 は 、 受 光 面 積 が 実 質 的 に 同 じ 受 光 部 を 複 数 個 含 む
が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 各 受 光 素 子 は 、 蓄 積 電 荷 量 が 実 質 的 に 同 じ 受
光 部 を 複 数 個 含 む こ と と し て も よ い 。 こ の よ う に す る 理 由 は 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 上 記 の 実 施 例 に お い て 、 複 数 の 受 光 部 の 受 光 面 積 を 同 じ に す る 目 的 は 、 複 数 の 受 光 部 の
受 光 量 を 同 じ に す る た め で あ る 。 蓄 積 電 荷 量 ＝ 受 光 部 の 受 光 量 × 光 電 変 換 効 率 　 と 考 え ら
れ 、 受 光 部 の 受 光 量 は 受 光 面 積 で ほ ぼ 決 定 さ れ 、 受 光 面 積 が 同 じ と い う こ と は 、 通 常 は 、
受 光 部 が 同 量 の 電 荷 を 蓄 積 す る と 考 え て よ い 。 し か し 、 よ り 正 確 に 、 受 光 部 に 同 量 の 電 荷
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を 蓄 積 さ せ る た め に は 、 蓄 積 電 荷 量 が 上 式 の よ う に 、 受 光 部 の 受 光 量 と 、 光 電 変 換 効 率 で
決 ま る こ と を 考 慮 し て 、 受 光 部 の 受 光 量 と 、 光 電 変 換 効 率 と か ら 決 定 さ れ る 蓄 積 電 荷 量 を
実 質 的 に 同 じ く す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 蓄 積 電 荷 量 を 実 質 的 に 同 じ く す る た め に は 、 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の
各 々 に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ て い る 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 各 受 光 素 子 は 、 蓄 積 電 荷
量 が 実 質 的 に 同 じ 受 光 部 を 複 数 個 含 み 、 こ の 装 置 は 、 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電 荷 を 転 送 す
る 複 数 の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な く と も ２ 個
は 、 異 な る 第 １ の 転 送 路 に 接 続 さ れ 、 別 個 の 第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号 電 荷 を 転 送
す る こ と と す れ ば よ い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ の 場 合 、 各 画 素 の １ つ の 受 光 素 子 に 、 蓄 積 電 荷 量 が 実 質 的 に 同 じ 複 数 個 の 受 光 部 が 設
け ら れ て お り 、 信 号 電 荷 を 異 な る 第 １ の 転 送 路 に よ り 転 送 す る 。 １ つ の 受 光 素 子 の 蓄 積 電
荷 を 複 数 の 転 送 路 に 分 け ら れ る の で 、 転 送 路 を 細 く 、 １ つ の 受 光 素 子 当 た り の 飽 和 電 荷 量
を 大 き く す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 通 常 の イ ン タ ー レ ス 読 出 し 方 式 の 効 果 と 同 様 の 効
果 を 達 成 で き る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 以 上 の 場 合 に お い て は 、 各 受 光 素 子 は 、 受 光 面 積 が 実 質 的 に 同 じ 受 光 部 を 複 数 個 含 む 、
ま た は 、 各 受 光 素 子 は 、 蓄 積 電 荷 量 が 実 質 的 に 同 じ 受 光 部 を 複 数 個 含 む こ と と し た が 、 本
発 明 は こ れ ら に 限 ら れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 目 的 は 既 述 の よ う に 、 ２ フ ィ ー ル ド 目 、
３ フ ィ ー ル ド 目 の 信 号 は 、 メ カ ニ カ ル シ ャ ッ タ を 閉 じ た 後 に 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド に 蓄 積 さ
れ て い る 時 間 が 長 い た め 、 熱 飽 和 拡 散 に よ り 蓄 積 電 荷 が 減 少 す る こ と を 補 償 す る こ と で あ
る 。 そ の た め に 、 本 発 明 で は 、 露 光 完 了 時 の 蓄 積 電 荷 量 を 増 や す こ と と し 、 こ れ ま で 述 べ
た よ う な 受 光 素 子 を 提 案 し て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ れ ら に 加 え て 、 本 発 明 で は 、 ２ フ ィ ー ル ド 目 、 ３ フ ィ ー ル ド 目 に お い て 、 蓄 積 電 荷 が
１ フ ィ ー ル ド 目 に 比 べ て 減 少 す る こ と が 問 題 で あ る と い う 本 発 明 の 課 題 を 解 決 す る た め に
、 各 受 光 素 子 は 、 受 光 面 積 の 小 さ い 受 光 部 と 受 光 面 積 の 大 き い 受 光 部 と を 含 み 、 受 光 面 積
の 小 さ い 受 光 部 を 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 し 、 受 光 面 積 の 大 き い 受 光 部 を 、
後 続 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 す こ と と し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 す な わ ち 、 撮 像 面 に ２ 次 元 的 に 配 さ れ た 複 数 の 画 素 の 各 々 に 対 応 し て 受 光 素 子 が 配 さ れ
て い る 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 各 受 光 素 子 は 受 光 部 を 複 数 個 含 み 、 受 光 部 の う ち 少 な く と
も １ つ は 受 光 面 積 が 、 少 な く と も １ つ の 他 の 受 光 部 よ り 大 き く 、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に お
い て 、 受 光 面 積 の 小 さ い 受 光 部 を 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 し 、 受 光 面 積 の 大
き い 受 光 部 を 、 後 続 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 し 、 装 置 は 、 受 光 部 が 蓄 積 し た 信 号 電
荷 を 転 送 す る 複 数 の 第 １ の 転 送 路 を 含 み 、 各 受 光 素 子 に 含 ま れ る 複 数 の 受 光 部 の う ち 少 な
く と も ２ 個 は 、 異 な る 第 １ の 転 送 路 に 接 続 さ れ 、 別 個 の 第 １ の 転 送 路 に よ り そ れ ぞ れ 信 号
電 荷 を 転 送 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 後 続 す る フ ィ ー ル ド 、 た と え ば 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 さ れ る 受 光 部
の 受 光 面 積 は 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド 、 た と え ば 第 １ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 さ れ る 受 光 部 の 受
光 面 積 よ り も 大 き い た め 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 さ れ る 電 荷 の 熱 飽 和 拡 散 に よ る 損 失 分
を 補 償 す る こ と が で き る 。 受 光 面 積 を ど の 程 度 大 き く す る か は 、 熱 飽 和 拡 散 に よ る 損 失 分
を 補 償 す る よ う に 決 め る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 こ の 発 明 に お い て 、 小 さ い 方 の 受 光 面 積 の 大 き さ を 、 既 述 の 受 光 面 積 が 同 じ 場 合 の 受 光
面 積 と 等 し く し 、 大 き い 方 の 受 光 面 積 の 大 き さ を 、 既 述 の 受 光 面 積 が 同 じ 場 合 の 受 光 面 積
よ り 大 き く し た と き 、 垂 直 転 送 路 の 幅 は 、 既 述 の 受 光 面 積 が 同 じ 場 合 の 垂 直 転 送 路 の 幅 よ
り も 狭 く な る こ と が あ る が 、 第 ２ フ ィ ー ル ド で 読 み 出 さ れ る 電 荷 の 熱 飽 和 拡 散 に よ る 損 失

10

20

30

40

50

(18) JP 2006-121650 A 2006.5.11



分 を 、 さ ら に 補 償 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 な お 、 後 続 す る フ ィ ー ル ド で の 損 失 を 補 償 す る た め に 、 各 受 光 素 子 は 受 光 部 を 複 数 個 含
み 、 受 光 部 の う ち 少 な く と も １ つ は 蓄 積 電 荷 量 が 、 少 な く と も １ つ の 他 の 受 光 部 よ り 多 く
、 イ ン タ ー レ ス 読 出 し に お い て 、 蓄 積 電 荷 量 の 少 な い 受 光 部 を 、 先 行 す る フ ィ ー ル ド に お
い て 読 み 出 し 、 蓄 積 電 荷 量 の 多 い 受 光 部 を 、 後 続 す る フ ィ ー ル ド に お い て 読 み 出 す こ と と
し て も よ い 。 蓄 積 電 荷 量 を 規 定 す る こ と に よ り 、 よ り 正 確 に 、 蓄 積 電 荷 量 の 減 少 を 補 償 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 固 体 撮 像 装 置 を デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ に 適 用 し た 際 の 概 略 的 な 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 受 光 素 子 、 色 フ ィ ル タ 、 お よ び 垂 直 転 送 路 の 配 置 を 示 す 入 射 光 側 か ら 見 た 模 式 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 水 平 画 素 混 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 水 平 転 送 路 で 画 素 混 合 を 行 な う た め の リ セ ッ ト パ ル ス の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 小 絞 り 時 の 解 像 度 の 向 上 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 イ ン タ ー レ ス 読 出 し 時 に 読 出 し ゲ ー ト に 印 加 す る パ ル ス を 示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 イ ン タ ー レ ス 読 出 し 時 に 垂 直 転 送 電 極 に 印 加 す る パ ル ス を 示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 図 7(a)の パ ル ス の 詳 細 タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の パ ル ス を 印 加 し た と き の 垂 直 転 送 路 の ポ テ ン シ ャ ル 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 7(b)の パ ル ス の 詳 細 タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 10の パ ル ス を 印 加 し た と き の 垂 直 転 送 路 の ポ テ ン シ ャ ル 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 複 数 の 垂 直 転 送 路 に お け る 信 号 電 荷 の 移 動 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 複 数 の 垂 直 転 送 路 に お け る 信 号 電 荷 の 移 動 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 複 数 の 垂 直 転 送 路 に お け る 信 号 電 荷 の 移 動 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 複 数 の 垂 直 転 送 路 に お け る 信 号 電 荷 の 移 動 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 に 係 る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 動 作 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 受 光 部 ご と に マ イ ク ロ レ ン ズ を 設 け た 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 17に 係 る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 動 作 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 プ ロ グ レ ッ シ ブ 読 出 し が 可 能 な 撮 像 部 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 19の 撮 像 部 に 印 加 す る パ ル ス を 示 す タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 19に 係 る デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ の 動 作 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 分 離 線 を 放 射 状 に 配 置 し た 撮 像 部 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 22の 撮 像 部 の 結 像 エ リ ア を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ８ 】
　 10　 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ
　 12　 シ ス テ ム 制 御 部
　 10A 撮 像 系
　 10B 信 号 処 理 系
　 10C 駆 動 信 号 生 成 部
　 10D 信 号 出 力 系
　 10E モ ー ド 指 定 部
　 104 撮 像 部
　 106 AF調 整 部
　 108 AE調 整 部
　 120 信 号 発 生 部
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　 122 ド ラ イ バ 部
　 140　 受 光 素 子
　 R2, R3, R6, R7, G1, G4, G5, G8, B2, B3, B6, B7　 受 光 部
　 142　 素 子 分 離 領 域
　 144　 垂 直 転 送 路
　 TG1～ TG8　 信 号 読 出 し ゲ ー ト （ ト ラ ン ス フ ァ ゲ ー ト ）
　 V1～ V8　 転 送 素 子
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